
		
地域密着型サービス運営推進会議記録（R　7年度 第　4回）

	事業所名
	セカンドハウスサクラ

	サービス
種類
	小規模多機能型居宅介護

	開催日時
	7年　10月　15日　　　１３時３０分　～　１４時　３０分

	会場
	セカンドハウスサクラ　多目的ホールにて

	参加者
	利用者代表
	人

	
	利用者家族代表
	人

	
	地域住民代表
	1人

	
	有識者
	人

	
	高齢者お世話センター
	1人

	
	市職員
	1人

	
	事業者
	2人

	報告事項　
	

	（１）登録状況
（２）利用者の入退院状況について
（３）問い合わせについて
（４）報告事項
（５）活動報告
	

	議題
	












	（１）登録状況
R7.7.31現在登録者20名。(入院中4名含む)
男性　　4名　女性　　16名。男性　最高年齢　89歳　女性最高年齢　　98歳　　　　　
要支援2　2名　要介護１　2名　要介護２　6名　要介護３　4名
要介護4　名　要介護５　2名

（２）利用者の入退院状況について
　入院
　・A氏　9/22自宅で転倒され、医療センターを受診。肋骨にヒビが入っていると診断される。これ以降歩行が不安定になり、特に足の運びが行いにくいとの訴えあり。10/6再度医療センターを受診され大腿骨骨折と診断され手術施行しリハビリを行う為入院中。
　
　・B氏　10/9に発熱。本人に自覚症状はなかったが酸素濃度低下の為医療センターの救急外来受診、誤嚥性肺炎と診断され入院加療中。
　　　　　現在酸素4リットル施行し、発熱と解熱を繰り返している為絶食し点滴中。
　　　　　入院前に咀嚼はできるが、食事中飲み込みが行いにくそうな印象と、食後に喉の違和感を訴えることがあった。食事形態を検討中に入院となった為、入院中に嚥下機能の評価と食事形態の検討をお願いしている。

　・C氏　10/10　夕方活気低下、食事量減少し発熱見られる。元々数か月に1回は発熱し抗生剤服薬にて回復を繰り返しており、主治医より医療センターに紹介、肺炎と診断され入院加療中。現在酸素1L施行し、安静時にも喘鳴あり。酸素が終了し喘鳴が収まれば退院の予定。

　利用終了
　・D氏　9/1の訪問時に普段より不活発な状態であった。バイタル測定し発熱確認。
　　　　　家族対応では受診拒否が強く難しい為、病院まではサクラがお送りし受診はご家族で対応して下さる。
　　　　　コロナウイルス陽性反応が本人及び家族に確認される。ご家族で本人の支援をしてくださるとのことで訪問サービスは中止。自宅療養中にはきだし窓より転落、血胸を発症。入院中に肺炎・尿路感染・腎盂腎炎を発症。現在は状態落ち着き転院されているが、在宅復帰困難にて利用終了となる。

　・E氏　第1回運営推進会議にて報告した、自身でライフラインを断っている独居の方。9/24に定期受診の際に移動が難しく、職員2人介助が必要な状態であった。
　　　　　9/25の訪問時1時間以内に2回座り込み動けなくなり、本人も治療の必要や在宅生活の難しさを感じ救急搬送される。
　　　　　入院後状態安定してから住宅型有料老人ホームに入居され利用終了となる。

　(３)問い合わせについて
　・頻回な泊り利用希望のケース。居室の空きが少なく対応不可としてお断りする。
　・昨年の入院中に1度面談。その際本人のリハビリ希望が強く、退院後のリハビリ
の為老人保健施設への入所をお勧めしていた。施設退所後在宅復帰をされていた
が、日中独居で不安を感じやすく社会参加の機会も少ないことを心配されたご家
族より再度相談あり。9/1より利用開始となる。

　(４)報告事項・議題
　事故報告について
　9/21　AM4時頃ベッドサイドで座り込みあり。左下肢擦過傷あり、介助にてベッド　
　に臥床可能。血圧121/70　脈拍72とバイタル上特変なく経過観察を行っていた。
　AM9時のトイレ誘導時に痛み訴えあり。家族に説明、医療センターに相談し救急外　　
　来受診。左大腿骨骨折と診断され入院し手術。現在はリハビリ目的で他院に転院されている。転院時点で、ADLは以前に近い状態に戻られ、介助があれば車いすへの移動が可能になっている。
　事業所内で再発防止策について検討会を開催。
1 事故の原因分析に②再発防止策について検討を行いました。先に提出している事故報告書をご参照お願いします。
阿南市役所介護保険課吉永氏より
　　介護保険現場で起こりやすい事故の一つと思う。今後もきめ細かに利用者の状態に合わせて対応して欲しい。また、阿南市内の地域密着型協議会でこの半年間の事故の件数(36件)を報告している。件数としては少ないとコメントをいただいており、特にトイレや入浴中の事故は少ない傾向にあるのこと。

　(５)活動報告
　　・さくらだよりの発行
　　・11/5　とみおかハートクリニックの往診でインフルエンザ・コロナワクチンの接種予定。今年から、インフルエンザ・コロナワクチンの同時接種を行う。
　　・事業所職員と地域住民の方を対象に新しい津波想定に合わせた勉強会の開催を行う予定。危機管理課と南部総合県民局のご協力のもと開催予定。
　　・感染対策訓練、感染症BCP訓練(嘔吐物の処理)を実施
　　・身体拘束適正化委員会を開催
　　　現在身体拘束を実施している利用者様は０名。今後も極力身体拘束を行わないように努める。

　　次回運営推進会議の開催は12/10(水)13：30予定
　　　　

	



